














単音文字(アルファベット)とみなす 1)一般的に認められている類型論 (Ge1b1963ラ Cou1mas







































は、大部分が Iモーラの開音節すなわち軽音節である。重音節は、/ぉ/， /u:/などの長母音、 /ai人
/aU/などの二重母音と、音節末子音を含む閉音節がある。いずれの場合も(lb)のように単体
の文字で音節全体を表記できず、 2文字を使って表現される。
(1) a. ひらがな 力、 あ
カタカナ カ ア
/ka/ /a/ 
b. ひらがな かあ かし、 かん かっ(た)
カタカナ カー カイ カン カッ(タ)
/k包j /kai/ /kan/ /kat.(ta)/ 
長母音、二重母音の場合は、それぞれの第二要素(/ka: (k坦)/および/kail)に相当する頭子
音のない単体の文字(この場合くあ〉くい>)を用いる。カタカナの場合、長母音を表す独自




























。r . / 
~ ts d (書写方向は右→左)
~+'-:f 凶~+ù ~+中 (表示は左→右)
/kai/ /kan! /kat/ 
:!J ，. / 
t ~ t 
~+.J ~+ザ ~+.J 
/ku:/ /kai/ /kaul 
(~ / 5. /k， ¥ / ¥. !?ん'-:f/ '.? /j/， U /n/，山/t/， .J/ w今
(2a)のように、 CV型軽音節は単体の 1文字で表される。なお、アラビア語の場合、頭子音の
ない音節は存在しないので、仮名くあ〉のような母音のみの V型軽音節を表す文字は存在し
ない。 (2b)のように、長母音や二重母音を含む音節 (CV丸型、 CVNj型)の第二要素は/a:/の
場合はく¥> /?人 /i:/，/ai/などの場合はくぜ>/j人/u:/，/au/の場合はく.J> /w/をそれぞれ用いる(3)
(c王Holes1995， Wright 1967)0 CVC型閉音節の場合、音節末子音を表す文字を用いるが、その
とき、当該の文字が潜在的な母音を含まないことを示す記号<-> (スクーン)を添える。
正確な音声表記(音素表記)という点からアラビア文字体系をみると、母音表記記号く>/a/
く>/i/ く~> /u/を表記しなければ、 (3)で列挙したように /i:/と/ai人 /u:/と/aulはそれぞれ弁
別されない。また、く>もあらゆる場合にかならずしも義務的ではない 5)。特に、母音の表
記という点から考えると、短母音は選択的または補助的にしか表記されないが、長母音、二













の区別には関与しない。 (4)で示すとおり、く y+山〉の 2文字連続はスクーンの有無によ
らず 2モーラを表示することには変わりない。
。/ 〆〆
(4) <y. (y， 










(5) いう(言う) /ju:/ */i.u/ 2文字
は[副助詞】 /wa/ */ha/ 1文字
こう(項、香、候...) !ko:J *!ko.u/ 2文字
(cf.主主り(氷)!ko:/) 
仮名における表音節性の限界を示す例として (6)を示す。








共通の文字列くらい>は表音としては (6a)，(6b)ともに /rai/を表しているが、 (6a)では 2文字
で 1音節を表すのに対し、 (6b)ではくら〉とくい〉は異なる音節に属しており、音節境界を明
示できないという点でも、仮名の表音節性はやはり不明確であるといえるべこの例におい



























































とによってとらえた (McCarthy1981， Davis 2000など)。
(10) 
a …vowel tier 
八，V V， ..CVtier 































接辞要素のための文字は、かなり種類が限定されており、〈山 >It， < r >Im/， <山>/n1;を







































































未然形 はし.ら hasir-a 
連用形 はし.り hasir-i 
終止形 はし.る hasir-u 
連体形 はし.る hasir-u 
仮定形 はし.れ hashir圃e
命令形 はし.れ# hasir-e 
また、次のような同一語葉の交替形も仮名の表記だけでは語根や語幹の明示はできない。
(17) 生(目) /m~/-主なこ(眼) /m.!!nako/ 


































2)“A strong definition of the term syllabary would be a sy蜘 mwhich represe臨 aland only批
syllables of a language." (Ratcliffe 2001:3) 
3)池田 (2003:21)は、模形文字を使用するアッカド語には、 /rus/という音節が存在するにもか
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